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筑
波
大
学
に「
全
代
会
」、
正
式
名
称「
全
学
学
類
・

専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
代
表
者
会
議
」
と
い
う
組

織
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？
　
全
代
会
は

各
学
類
・
専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
の
代
表
者
３
人
、

お
よ
び
委
員
会
活
動
の
み
を
行
う
専
門
委
員
か
ら
な

る
学
生
組
織
だ
。
全
代
会
は
学
内
の
教
育
・
福
利
厚

生
・
学
内
行
事
・
大
学
運
営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問

題
を
扱
う
。
ま
た
、
全
代
会
は
現
在
六
つ
の
常
任
委

員
会
と
三
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら
な
っ
て
い
る
。
常

任
委
員
会
に
は
総
務
委
員
会
、
学
内
行
事
委
員
会
、

教
育
環
境
委
員
会
、
生
活
環
境
委
員
会
、
調
査
委
員

会
、
広
報
委
員
会
が
あ
る
。
特
別
委
員
会
は
常
任
委

員
会
で
は
対
処
し
き
れ
な
い
問
題
に
対
し
て
設
置
さ

れ
る
委
員
会
で
あ
り
、
現
在
は
情
報
処
理
推
進
特
別

委
員
会
、
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
、
国
際
特
別
委

員
会
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
全
代
会

の
全
貌
を
見
て
い
こ
う
。 

（
山
下
）

令
和
５
年
度
は
「
基
盤
を
整
え
る
」
こ
と
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
田
は
規
約
、江
波
戸
は
広
報
、

私
は
構
成
員
の
意
欲
向
上
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
か
ら
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ
り
、
全
代
会

以
外
の
組
織
と
協
働
す
る
基
盤
も
整
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

全
代
会
は
、
全
学
の
代
表
組
織
と
し
て
学
生
生
活

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に

令
和
５
年
度
は
、
専
門
委
員
と
し
て
委
員
会
活
動
に

参
加
す
る
構
成
員
が
非
常
に
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
整
っ
て
き
た
基
盤
を
生
か
し
、
学
生
に
対

し
て
の
働
き
か
け
の
み
な
ら
ず
、
大
学
に
対
し
て
、

さ
ら
に
は
学
外
に
対
し
て
の
働
き
か
け
を
し
て
い
く

こ
と
で
、
学
生
生
活
を
「
よ
り
良
く
」
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
、
私
は
制
度
面
か
ら
の
「
基
盤
の
整

備
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
注
力
し

た
一
つ
の
側
面
が
「
や
り
た
い
活
動
が
で
き
る
全
代

会
」の
整
備
で
す
。

全
代
会
で
は
従
来
、
予
算
制
度
の
問
題
で
有
償
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
り
た
い

活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
な
予
算
制

度
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
償

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全
代
会

と
し
て
実
施
で
き
る
活
動
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

ま
た
近
頃
は
、
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
と
交

渉
、
協
力
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情
報
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
い
っ
た
新
た
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
代
会
は
「
や
り
た
い
活
動
が

で
き
る
組
織
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
全
代
会
で

〇
〇
が
や
り
た
い
！
」
と
い
う
志
を
持
っ
て
、
全
代

会
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
学
生
生
活
課
や
学
生
交
流
課
、

施
設
部
な
ど
と
連
携
し
、
広
報
活
動
に
お
い
て
全
学

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。
学
生
団
体

紹
介
誌
の
制
作
協
力
、
節
電
を
呼
び
か
け
る
シ
ー
ル

や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
１
５
１
周
年
記
念
事
業
な
ど

が
良
い
例
で
す
。

ま
た
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
学
生
の

課
外
活
動
が
本
格
的
に
再
開
し
ま
し
た
。
大
学
全
体

の
新
歓
の
基
盤
整
備
に
加
え
、
全
代
会
自
体
の
新
歓

も
大
々
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
意
欲
的
な

新
入
生
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
１
年

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や

課
題
と
し
て
い
た
問
題
の
解
決
に
向
け
議
論
を
重
ね

る
こ
と
が
で
き
、活
発
な
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
こ
の
勢
い
を
引
き
継
ぎ
、
全
学
を
支

え
る
学
生
組
織
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

本
会
議
と
は

全
代
会
は
主
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
本
会
議
」

を
開
い
て
い
る
。「
本
会
議
」で
は
全
学
か
ら
集
ま
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
要
望
に
関
す
る
議
題
の
審
議

を
行
っ
て
お
り
、そ
の
議
題
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
学
園
祭
や
新
入
生
歓
迎
祭
な
ど
の
学
内
行

事
に
関
わ
る
議
題
で
あ
る
。
予
算
案
や
決
算
に
関
す

る
議
題
の
他
に
、
学
園
祭
学
生
分
担
金
の
納
入
方
法

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
各

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
学
生
生
活
に
関
わ
る
議
題

で
あ
る
。
委
員
会
が
提
出
す
る
議
題
は
、
学
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議
で
の
要
望

が
元
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
過
去
に
は
、
学
内
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
補
修
を
要
望
す
る
議
題
や
講

義
の
履
修
方
法
、
学
生
宿
舎
の
環
境
改
善
に
関
す
る

議
題
が
提
出
さ
れ
た
。 

（
鈴
木
）

全
代
会
議
長

令和5年度

社
会
工
学
類
３
年

林
　
凜
太
郎

は
や
し

り
ん
た
ろ
う

全
代
会
副
議
長

令和5年度

情
報
科
学
類
４
年

菊
田
　
一
真

き

く

た

か
ず
ま

全
代
会
副
議
長

令和5年度

情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学
類
３
年

江
波
戸
　
憧
音

え

ば

と

し
ょ
お
ん

大学に意見が届くまで
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4
学生の意見が全代会へ

（意見に対する）実状の調査、
解決に向けた検討

本会議にて審議され、
議決される

副学長・学生生活課に
伝えられる

学生から寄せられた意見は、総合学域群の履修につ
いてであれば教育環境委員会、学内道路の危険箇所
についてであれば生活環境委員会といったように、そ
の内容に合った全代会内部の委員会によって詳細に調
査・検討されます。 

各委員会で検討が進み、議案として提出されると、各
学類等の代表者が集まって開催される本会議にて、審
議にかけられます。本会議については、５ページ目下段
にも詳しく書かれています。ぜひご覧ください。 

本会議の審議で可決・承認された議案は学生生活課
を通して大学に伝えられ、解決に向けて大きく動き出し
ます。また、週に１回、学生生活支援室長をはじめとし
た教職員とのミーティングも設けており、学生の生の声
が教職員へと伝えられています。 

「教育生活環境調査」という学生の意見や要望を集め
るための調査があります。この調査は通年で行われてお

り、全代会 HP に調査フォームが設置され
ています。左の QR コードよりアクセスする
ことができます。 

All Colleges Students’ Representative Council

（上図）刷新後の全代会ロゴ

令
和
５
年
度
議
長
　
林

令
和
５
年
度
副
議
長
　
菊
田

令
和
５
年
度
副
議
長
　
江
波
戸
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総務委員会を一言で表すと、組織を維持する上で欠かせ

ない役割を担っている委員会です。業務の内容としては、本

会議の準備と議事録作成、全代会室や物品の管理、全代会の

ネットワーク・PC の管理、全代会構成員名簿の管理と名刺

作成、会計などがあります。このように多様な活動がある中

で、自分の得意分野を生かしませんか？情報技術に強い方や

裏方が好きな方、全代会には興味があるけど入りたい委員会

が見つからないという方は、ぜひ総務委員会へ！

学内行事委員会は「学内」の「行事」などが

円滑に進むように、学生と大学や後援会などと

の間の架け橋となる委員会です。具体的には、

大学や後援会などに提出する書類の監査、学生

組織の長が集まる会議の運営などさまざまな活

動を行います。そのため学園祭やスポーツ・デー、

学類新歓などの行事に関わることが可能です。

多様な組織の人と活動をしたい、行事を支え

たい、書類を見るのが好き、『なんだかこの委員

会楽しそう！』という気持ちが少しでもある方、

学内行事委員会でお待ちしております。

生活環境委員会は「75 分の外側をデザイン

しよう」というキャッチフレーズから表される

ように、授業以外の学生生活の向上を目指す委

員会です。具体的には、『教育生活環境調査』と

いうアンケートに寄せられる意見を元に、学生

宿舎や食堂などの福利厚生施設の改善、学内の

放置自転車問題の解決など幅広い活動を行って

います。

授業以外の学生生活の向上に関心がある人は

生活環境委員会に向いていると思います。学生

宿舎のあり方や放置自転車の回収などに興味が

ある方はぜひ生活環境委員会にお越しください。

調査委員会は、学生の貴重な本音に耳を傾け、

その疑問や不満を解決し、大学をより良くすべ

くその名の通り「調査」をする委員会です。具

体的には、学生全体に向けたアンケート作りや、

ペデストリアンデッキの危険箇所などに出向い

ての実地調査など、幅広いやり方で「調査」を

行います。私たちはコミュニケーションを大切

に、お互いにたくさん意見を交換しながら日々

楽しく活動しています。ぜひ一緒にこの調査委

員会で「調査」をしてみませんか？

新入生のみなさま、ご入学おめでとうございま

す！教育環境委員会は、学生が授業を受ける中で

持った疑問や要望を『教育生活環境調査』という

アンケートで募集し、満足できる授業を受けられ

る環境を作ることを目標としています。この

『Campus』を読んでいるそこのあなたと、一緒に

活動できる日を楽しみにしています！

広報委員会は全代会における諸活動の報告や広報活動、学生に有益な情報を発信することを目的

とした委員会で、全代会の広報誌『Campus』や各委員会から依頼された広報物の作成、

各種ＳＮＳアカウントの運用を行っています。

取材および記事の執筆、誌面の編集、ポスターなどの制作に興味のある人を募集しています！　

一緒に全代会をデザインしていきませんか？新規構成員お待ちしております！

総務委員会 木下 渓花（きのした けいか・社会学類１年）

学内行事委員会

國﨑 沙和子（くにさき さわこ・生物学類１年）

生活環境委員会

高橋 蓮（たかはし れん・人文学類１年）

広報委員会

榎本 陽子（えもと ようこ・総合学域群第１類 1 年）

教育環境委員会

江添 由（えぞえ ゆう・看護学類１年）

調査委員会

坂入 快（さかいり かい・化学類１年）

筑波大学の全代会には 6つの常任委員会と 3つの特別委員会が存在する。
各委員会が活動に責任を持ち、これらが相互協力することで全代会は機能
している。ここでは各委員長からのコメントを紹介しよう。委員会紹介

次期 委 員 長 か ら の コ メ ン ト委員会紹介
次期 委 員 長 か ら の コ メ ン ト

※所属、学年は令和６年３月現在

国際特別委員会は主に留学生の諸問題の解決

を目的に活動しています。週１回のミーティン

グで「留学生が大学生活を過ごしやすくするた

めにはどうすればいいか？」を考えています。

令和５年度は留学生向けに「Tsuku・Koi」とい

う秋の新入生歓迎祭や、さまざまな国や地域の

文化を紹介する「International Day 2023」を主

催しました。留学生との交流や大学の国際化に

興味があるという方はもちろん、「留学生と仲良

くなりたい！」という方も大歓迎です！

情報処理推進特別委員会（IPC）は全代会の外部とも協力

しつつ、「情報処理の力で筑波大学をより便利にすること」を

目指した特別委員会です。新入生向けにサークルを紹介する

「新歓 Web」を始めとした学生向けサービスの展開や、情報技

術をテーマとしたショートプレゼンテーションイベント（Ｌ

Ｔ会）の開催、その他課外活動団体向けの Web サーバの管理

など、大学における情報処理をさまざまな面から推進してい

ます。情報分野に興味はあるけど何から始めればいいか分か

らない方から、実際に手を動かして技術を磨きたい方まで、

参加を楽しみにしています！

入学おめでとうございます。私たち新入生歓迎特別委員会は、学類や各

新歓団体への情報提供、宿舎入居支援を通し、大学全体の新歓活動を取りま

とめ、新入生のみなさまを温かく迎え入れるために活動しています。

入学してから、たくさんの新歓イベントが予定されていると思います。

みなさまが心からそれらのイベントを楽しみ、「筑波大学に入ってよかった」

と思ってくれることを願っています。

国際特別委員会

𠮷𠮷 椛（よしかわ もみじ・総合学域群第２類１年）

情報処理推進特別委員会

澁谷 耕大（しぶや こうだい・地球学類２年）

新入生歓迎特別委員会

沼田 航（ぬまた わたる・工学システム学類２年）

「全代会に入りたいけど、どうすれば入れるの？」
と思っている、そこのあなた！

ここでは全代会構成員になる方法
（２パターン）を簡単に説明します！

Join Us !

各学類等のクラス代表者会議
の代表者になる

各学類のクラス代表者会議の代表者は議

長、副議長合わせて３人。この３人は本会

議における議決権を持ち、全代会の委員会

に所属する必要がある。

専門委員になる

21
専門委員は、委員会活動のみを行う構成

員で、本会議における議決権は持たない。
専門委員は誰でもなることができ、クラス
代表になっていなくてもなることができる。
なお、オブザーバーという形で本会議に参
加可能。専門委員になるための詳しい方法
は 全 代 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.stb.tsukuba.ac.jp/~zdk/recr
uit ）を確認してほしい。
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グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
住
む
梅う
め

基も
と

結ゆ
い

（
地
球
学
類
１
年
）

は
、
留
学
生
の
履
修
登
録
を
手
伝
っ
た
経
験
か
ら
、
彼
ら
に

対
し
て
組
織
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話

す
。
そ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
国
際
特
別
委
員
会
へ
の
参
加
を

決
め
た
そ
う
だ
。
梅
基
は
食
品
衛
生
担
当
と
し
てInternational 

Day 2023

に
携
わ
っ
た
。
異
国
の
食
文
化
に
触
れ
る
面
白
さ
と

同
時
に
、
渉
外
の
大
変
さ
を
感
じ
た
と
振
り
返
る
。
そ
れ
で
も
、
自

国
の
料
理
を
振
る
舞
い
た
い
と
い
う
留
学
生
の
思
い
に
応
え
よ
う
と

尽
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
全
て
の
食
品
ブ
ー
ス
が
完
売
と
い
う
成

功
を
収
め
た
。
梅
基
は
「
反
省
点
も
あ
る
が
、
来
場
者
が
食
事
を
楽

し
む
光
景
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。 

　

以
前
か
ら
異
文
化
交
流
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
𠮷よ
し

川か
わ

椛も
み
じ（
総

合
学
域
群
第
２
類
１
年
）
は
、
英
語
を
使
う
活
動
を
し
た
い
と

い
う
思
い
で
国
際
特
別
委
員
会
へ
加
入
し
た
と
話
す
。
𠮷
川
は
、

International Day 2023

で
は
講
堂
で
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
運
営
担
当
だ
っ
た
。
出
演
者
と
な
る
留
学
生
に
演
出
の
希

望
を
聞
く
中
で
、
音
響
や
照
明
に
ま
つ
わ
る
専
門
用
語
を
翻
訳
す
る

難
し
さ
を
覚
え
た
と
い
う
。
当
日
は
配
信
で
の
生
中
継
も
含
め
て
無

事
に
終
了
し
、
出
演
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
え
て
や
り
が
い
を

感
じ
た
そ
う
だ
。
𠮷
川
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
裏
側
で
過
ご
し
た
密
な

時
間
が
糧
に
な
っ
て
い
る
」
と
振
り
返
り
、International Day 

2023

で
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
と
語
る
。 

　
国
際
特
別
委
員
会
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
梅
基
は
「
こ
の
委

員
会
が
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
は
ま
だ
そ
れ
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て

人文学類 3 年　河野美羽

工学システム学類２年　沼田 航

International Day 2023 の様子

筑
波
大
学
50
周
年
企
画
を
担
当
し
た
河か

わ
野の

美み

羽う

（
人
文
学
類
３

年
）
は
、
元
々
令
和
４
年
度
の
全
代
会
議
長
だ
っ
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
学
生
生
活
課
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
を
す
る
発
端
と
な
っ
た
と
語
る
。  

　
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
ゼ
ロ
か
ら
生
み
出
す
こ
と
は
、
決
し
て
簡

単
な
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
開
催
さ
れ
て
い
る
他
の
イ
ベ
ン
ト
と

被
ら
な
い
よ
う
に
企
画
を
工
夫
す
る
こ
と
に
苦
心
し
た
。
加
え
て
、

そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
計
画
作
り
に
、

自
分
の
力
量
不
足
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
対
談
中
心
の

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
と
決
め
た
後
も
、
具
体
的
な
進
行
作
り
、
音
響
や

ス
テ
ー
ジ
作
り
な
ど
、多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
河
野
は
回
想
す
る
。

筑
波
大
学
50
周
年
企
画

イ
ベ
ン
ト
と
全
代
会

　

開
学
50
周
年
の
記
念
企
画
「
学
生
が
創
る
筑
波
大
学
の
未
来
」、

留
学
生
を
も
て
な
す
秋
の
新
入
生
歓
迎
祭
「Tsuku

・Koi

」、
世
界

各
国
の
文
化
が
交
差
す
る
学
生
特
別
企
画
「International Day  

2023

」
…
…
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
全
代
会
の
手
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
全
代
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
経
験
や
成
長
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？　

 

構
成
員
の
生
の
声
を

お
届
け
し
、全
代
会
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。 　
　
　
　
　
　
（
川
島
）

Tsuku

・Koi

International Day 2023

し
か
し
、
全
代
会
の
仲
間
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
目
標
を
大
き
く

描
く
の
で
は
な
く
手
の
届
く
範
囲
に
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
一
つ
一

つ
積
み
重
ね
る
こ
と
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
頭
の
中
に
描
く
こ
と

で
、
計
画
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。  

　
こ
う
し
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
河
野
が
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
計
画
の
際
に
は
自
身

の
力
量
不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
今
回
の
経
験
を

通
じ
企
画
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
大
い
に
成
長
し
た
こ
と
も
感

じ
ら
れ
た
。「
今
後
も
、
全
代
会
の
活
動
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
企

画
を
す
る
人
が
現
れ
て
く
れ
た
ら
と
思
う
」
と
締
め
括
っ
た
。

 （
勝
又
）

「T
suku

・Koi

の
運
営
は
、
自
ら
の
経
験
が
、
取
り
ま
と
め

役
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
貴
重
な
機
会

だ
っ
た
」
と
沼ぬ

ま
田た

航わ
た
る（

工
学
シ
ス
テ
ム
学
類
２
年
）
は
語
る
。
秋
学

期
に
入
学
す
る
留
学
生
を
対
象
と
し
た
新
歓
で
あ
るTsuku

・Koi

は
全
代
会
が
主
催
と
な
り
、
学
生
交
流
課
と
学
生
生
活
課
の
協
力
の

も
と
令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
令
和
５
年
度

は
、
運
営
元
の
委
員
会
が
国
際
特
別
委
員
会
か
ら
新
入
生
歓
迎
特
別

委
員
会
（
以
下
、
新
特
委
）
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
委
員
長

で
あ
る
沼
田
を
含
め
、
委
員
た
ち
は
手
探
り
で
企
画
を
進
め
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
、沼
田
は
活
動
初
期
の
苦
労
と
し
て
、

「
自
分
は
一
番
前
に
立
つ
こ
と
は
苦
手
な
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
不
安
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
不
安
は
活
動
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
解
消
さ
れ
、
最

終
的
に
は
「
こ
れ
ま
で
全
代
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
経
験
し
て
き
た

サ
ポ
ー
ト
役
的
な
立
ち
回
り
が
土
台
と
な
り
、
委
員
に
気
を
配
り
な

が
ら
、
適
切
に
タ
ス
ク
分
配
が
で
き
た
」
と
話
す
。  

　

新
特
委
に
は
４
月
頃
に
宿
舎
入
居
支
援
を
始
め
と
し
た
新
入
生

歓
迎
活
動
の
支
援
が
控
え
て
い
る
。
沼
田
は
今
後
の
展
望
と
し
て
、

「Tsuku

・Koi

で
の
経
験
を
活
か
し
、
今
度
は
委
員
会
の
主
た
る

目
的
で
あ
る
新
入
生
歓
迎
活
動
に
対
し
て
、
委
員
の
み
ん
な
と
楽
し

み
つ
つ
、
委
員
長
と
し
て
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
篠
﨑
）

い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
語
気
を
強
め
る
。
そ
し
て
、
今

回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
学
生
生
活
に
お
け
る

支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。
𠮷
川
も
同
じ
く
、「
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
活
動
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
し
、
留
学
生
の
た

め
に
な
に
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
話
す
。
２
人
は
声
を

揃
え
、「
い
つ
か
は
国
際
特
別
委
員
会
が
必
要
と
さ
れ
な
い
大
学
に

な
っ
て
ほ
し
い
」、「
留
学
生
が
大
学
に
直
接
意
見
を
出
し
た
り
、
全

代
会
の
専
門
委
員
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
大
学
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
）

※
所
属
、
学
年
は
令
和
６
年
３
月
現
在
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編
集
後
記

『Cam
pus

』を
作
り
な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
。 

〝 
 

智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に
棹
さ
せ

ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。

と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
。 

  

住
み
に
く
さ
が
高
じ
る
と
、
安
い
所
へ

引
き
越
し
た
く
な
る
。
ど
こ
へ
越
し

て
も
住
み
に
く
い
と
悟
っ
た
時
、
詩

が
生
れ
て
、『Cam

pus

』
が
出
来
る
。 

 

〟 

今
号
か
ら
編
集
長
を
務
め
ま
す
、
大お

お

谷や

で
す
。
全

代
会
を
、
全
代
会
の
広
報
誌『Cam

pus

』を
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
大
谷
美
琴
） 

 

出
典
　
夏
目
漱
石『
草
枕
』  

委
員
長
と
し
て
の
１
年
を
終
え
て

　
新
入
生
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
度
広
報
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
篠し
の

﨑ざ
き

健け
ん

太た

で
す
。
さ
て
、
皆
様
が
こ
の
文
を
見
て
い
る

頃
に
は
委
員
長
の
役
目
を
終
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

昨
年
度
の
委
員
会
は
、
一
言
で
表
す
と
「
委
員
は
じ
め

周
囲
の
支
え
が
あ
っ
て
の
委
員
会
」
で
し
た
。
広
報
委

員
の
み
ん
な
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
得
な
か
っ

た
こ
と
は
一
杯
あ
る
し
、
み
ん
な
が
活
動
を
つ
づ
け

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
年
度
の
広
報
委
員
会
が
少

し
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
な
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
ん
だ
と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
広

報
委
員
会
が
全
代
会
の
最
前
線
を
描
き
続
け
る
か
っ

こ
い
い
組
織
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
　（
篠
﨑
健
太
）  

第
５
回
本
会
議

副
学
長
等
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会

10
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界
を
説
い
た
。
そ
の
中
で
時
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
Ｎ

Ｔ
開
講
（
※
）
の
授
業
を
増
や
す
こ
と
に
は
前
向
き
な

姿
勢
を
見
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
合
学
域
群
は

「
教
育
組
織
」
で
は
な
く
、「
学
生
を
教
育
組
織
へ
送
り

だ
す
組
織
」で
あ
る
。
そ
の
た
め
、履
修
の
改
善
に
は
、

ま
ず
は
各
学
類
等
の
教
育
組
織
と
連
携
を
と
る
必
要

性
が
あ
る
と
し
た
。 

②
宿
舎
入
居
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　
筑
波
大
学
で
は
、
学
生
宿
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
賃
料
や
設
備
な

ど
具
体
的
な
情
報
は
未
公
開
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
全

代
会
独
自
の
調
査
の
結
果
を
元
に
、
安
価
な
賃
料
の

実
現
や
売
店
の
設
置
、
卒
業
生
か
ら
の
寄
付
に
よ
る

資
金
確
保
な
ど
を
要
望
し
た
。  

　
こ
の
要
望
に
対
し
、
本
間
副
学
長
は
「
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
、
現
行
の
賃
料
の
ま
ま
で
提
供
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
売
店
な
ど
設
備
面
の
充
実
は

必
要
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
坪つ

ぼ

内う
ち

孝た
か

司し

教
学
デ
ザ
イ

ン
室
長
は
「
大
学
も
新
し
い
学
生
宿
舎
に
ど
の
よ
う
な

付
加
価
値
を
生
み
出
す
か
悩
ん
で
お
り
、
学
生
か
ら

の
意
見
が
重
要
で
あ
る
」と
呼
び
か
け
た
。    

③
マ
レ
ー
シ
ア
分
校
と
全
代
会
に
つ
い
て

　
筑
波
大
学
で
は
、
日
本
初
の
海
外
分
校
の
設
置
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
分
校

の
学
生
代
表
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
距
離
や
国
家
間
の
制
度

の
違
い
、
分
校
設
置
計
画
の
未
確
定
性
か
ら
具
体
的

な
結
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、 

日
本
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
キ
ャ
ン
パ
ス
交
流
は
必
ず
促
進
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
は
学
生
と
教
職
員
の
間

で
一
致
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
交
流
の
支
援
制
度
や

海
外
分
校
を
設
置
し
て
い
る
利
点
を
生
か
し
た
施
策

を
大
学
と
全
代
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
一
つ

の
展
望
と
な
る
だ
ろ
う
。 

て
は
動
議
の
可
決
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
れ
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。  

日
時
：
令
和
５
年
12
月
６
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：
１
Ａ
棟
食
堂

出
席
：
副
学
長（
学
生
担
当
、
教
育
担
当
、

　
　
　
国
際
担
当
、
企
画
評
価
・
広
報
担
当
）、

　
　
　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
関
係 

　
　
　
教
職
員
、
学
群
長
・
学
類
長
等
、
関
係
事
務 

　
　
　
職
員
等
、そ
の
他
関
係
教
職
員
、全
代
会
構
成
員 

○
懇
談
会
に
つ
い
て

　
副
学
長
等
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会
（
以
下
、

副
学
懇
）
は
年
に
２
回
開
催
さ
れ
る
、
全
代
会
構
成
員

と
副
学
長
等
を
は
じ
め
と
し
た
各
学
類
等
の
教
職
員

が
対
面
で
意
見
を
交
わ
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
重
要

な
会
で
あ
る
。
今
回
の
副
学
懇
は
、
本ほ

ん

間ま

三み

和わ

子こ

副

学
長（
学
生
担
当
）お
よ
び
林

は
や
し

凜り
ん

太た

郎ろ
う

議
長（
社
会
工
学

類
３
年
）の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
。  

　
続
い
て
全
代
会
か
ら
の
議
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。
提
案
し
た
議
題
は
三
つ
で
あ
り
、
以

下
に
意
見
交
換
の
内
容
を
記
述
す
る
。 

①
総
合
学
域
群
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
提
案

　
総
合
学
域
群
は
自
身
の
進
路
に
合
わ
せ
て
幅
広
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
択
で
き
る
制
度
で
あ
る
反
面
、

学
生
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。   

　
全
代
会
独
自
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
履
修
し
た
い

科
目
の
時
限
が
重
な
り
、
幅
広
く
科
目
を
履
修
す
る

こ
と
に
困
難
を
感
じ
る
学
生
が
い
る
点
が
問
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
山や

ま

中な
か

弘ひ
ろ
し

総
合
学
域
群
長
ら
は
、

総
合
学
域
群
生
の
履
修
に
対
す
る
不
安
に
理
解
を
示

し
つ
つ
も
、
単
位
制
限
の
妥
当
性
や
履
修
配
慮
の
限

日
時
：
令
和
５
年
11
月
15
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：（
対
面
）３
Ａ
４
０
２

　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
56
　
遅
刻
１

議
題
『「
全
学
学
類
・
専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
代
表

者
会
議
に
つ
い
て
」
の
会
議
に
関
す
る
事
項
の
改
正

に
つ
い
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
56
人
）

承
認
54
、
否
認
０
、
保
留
０
、
棄
権
２
→
可
決

○
議
題
に
つ
い
て

　
菊き

く

田た

一か
ず

真ま

副
議
長
（
情
報
科
学
類
４
年
）
か
ら
提
出

さ
れ
た
、『
全
学
学
類
・
専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
代

表
者
会
議
に
つ
い
て
』
の
会
議
に
関
連
す
る
事
項
の
改

正
案
に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。
本
改
正
案
は
、

本
会
議
で
の
議
論
の
円
滑
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

近
頃
増
加
傾
向
に
あ
る
動
議
提
出
に
つ
い
て
規
則
を

十
分
に
整
理
す
る
こ
と
や
、
代
理
出
席
制
度
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
手
続
き
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
主

な
目
的
で
あ
る
。 

　
質
疑
応
答
で
は
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
「
動
議
の
成

立
に
は
、
原
則
と
し
て
提
案
者
の
ほ
か
４
名
の
賛
同

者
を
要
す
る
」と
い
う
条
件
の「
４
名
」の
根
拠
に
つ
い

て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
菊
田
副
議
長

か
ら
、
ひ
と
り
よ
が
り
な
発
言
が
動
議
と
し
て
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
。

ま
た
、『
成
立
し
た
動
議
が
会
議
出
席
者
の
過
半
数
の

賛
成
を
得
た
場
合
、
議
長
は
こ
れ
に
従
う
』
と
い
う
記

述
に
つ
い
て
、
改
正
前
の
条
件
で
あ
る
『
構
成
員
の
過

半
数
の
賛
成
』
か
ら
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
理
由

が
問
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
出
席
者
数
に
よ
っ

羽う

財
務
局
長
（
国
際
総
合
学
類
２
年
）
よ
り
、
学
園
祭

の
規
模
拡
大
に
伴
い
収
入
を
増
や
す
必
要
が
あ
っ
た

と
説
明
さ
れ
た
。
関
連
し
て
、
そ
の
他
の
項
目
に
お

け
る
料
金
徴
収
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ

れ
た
。

日
時
：
令
和
５
年
10
月
４
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：（
対
面
）３
Ａ
２
０
４

　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
57
　
遅
刻
１
　
早
退
１

参
考
人
：
学
実
委
よ
り
14
人

議
題
『
筑
波
大
学
学
園
祭
実
行
計
画
書
の
承
認
に
つ

い
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
56
人
）

承
認
56
、
否
認
０
、
保
留
０
→
可
決

○
議
題
に
つ
い
て

　
学
内
行
事
委
員
会
か
ら
、
学
園
祭
実
行
計
画
書
追

加
提
出
分
お
よ
び
二
次
予
算
案
に
つ
い
て
の
議
案
が

提
出
さ
れ
た
。こ
れ
ら
は
、
第
１
回
意
見
聴
取
会
で
の

議
論
を
も
と
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
質
疑
応
答
で
は
、
ま
ず
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
本

会
議
で
回
答
す
る
と
し
た
質
問
と
、
事
前
にG

oogle 

Form
s

で
募
集
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
が
行
わ
れ

た
。そ
の
後
は
、
予
算
書
に
お
け
る
前
年
度
決
算
と
の

金
額
の
比
較
に
お
い
て
、
予
備
費
の
欄
に
前
年
度
決
算

額
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
決
算
に
お
い
て

当
期
繰
越
金
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
学
実
委
は
、
事
実

と
し
て
捉
え
て
問
題
な
い
と
し
た
上
で
、
来
年
度
以
降

の
表
記
法
の
改
善
を
検
討
す
る
と
回
答
し
た
。

 

応
答
に
移
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
会
計
制
度
が
作

ら
れ
る
以
前
の
経
常
費
用
の
扱
い
に
関
す
る
質
問
が

挙
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
学
の
予

算
は
役
務
提
供
等
の
使
用
料
に
は
適
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
会
計
制
度
を
導
入
し
て
か
ら
該
当
項
目

に
費
用
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

説
明
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
５
年
９
月
27
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：（
対
面
）３
Ａ
４
０
２

　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft Team
s

出
席
：
全
代
会
構
成
員
、
学
園
祭
実
行
委
員

議
題
１
『
筑
波
大
学
学
園
祭
実
行
計
画
書
（
追
加
提

出
分
）
に
つ
い
て
』

議
題
２
『
２
０
２
３
年
雙
峰
祭
二
次
予
算
案
に
つ 

い
て
』

○
議
題
に
つ
い
て

　
本
会
は
、
後
日
行
わ
れ
る
第
４
回
本
会
議
に
お
い

て
提
出
予
定
の
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提
出
分
と
、

そ
れ
に
付
属
す
る
二
次
予
算
案
に
つ
い
て
、
学
内
行

事
委
員
会
が
事
前
に
意
見
を
求
め
る
場
と
し
て
開
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
全
代
会
構
成
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
や
質
問
に
対

し
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
（
以
下
、
学
実
委
）
が
回
答

を
行
っ
た
。
議
題
１
で
は
、
仮
設
コ
ン
セ
ン
ト
の
設

置
場
所
に
関
す
る
記
述
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
り
、
本
会
議
提
出
時
ま
で
に
確
定
さ
せ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
議
題
２
で
は
、
著
作
権
料
や
脱
出

企
画
参
加
費
の
徴
収
な
ど
、
学
園
祭
出
展
者
お
よ
び

参
加
者
か
ら
の
新
た
な
収
入
項
目
の
創
設
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
学
実
委
の
藤ふ

じ

井い

悠ゆ

日
時
：
令
和
５
年
７
月
26
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：（
対
面
）３
Ａ
２
０
４

　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
44
　
遅
刻
３

参
考
人
：
山や

ま

岸ぎ
し

史ふ
み

和か
ず（

社
会
学
類
３
年
）

議
題
１
『
２
０
２
２
年
度
決
算
案
に
つ
い
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
42
人
）

承
認
42
、
否
認
０
、
保
留
０
→
可
決

議
題
２
『
２
０
２
３
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
』

【
採
決
結
果
】

承
認
44
、
否
認
０
、
保
留
０
→
可
決

○
議
題
に
つ
い
て

　
議
題
１
は
、
総
務
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

２
０
２
２
年
度
決
算
案
の
承
認
を
求
め
る
議
案
で
あ

る
。
全
代
会
で
は
大
学
の
予
算
支
援
に
よ
り
必
要
物

品
の
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
全
代
会
で
は
、

物
品
購
入
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
使
用
料
や
ラ
イ
セ
ン
ス

料
の
支
払
い
を
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
全
代
会
で
会
計
制
度
を
設
立
し
、
こ
れ
ら
の

支
払
い
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
決
算
案
に
関
す
る

説
明
の
後
、
監
査
を
実
施
し
た
山
岸
の
報
告
に
よ
り
、

事
実
に
基
づ
い
た
会
計
が
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。 

　
議
題
２
は
、
２
０
２
３
年
度
予
算
案
の
承
認
を
求

め
る
議
案
で
あ
り
、
同
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

繰
越
金
の
内
訳
、
経
常
費
用
等
の
説
明
の
後
、
質
疑

※ NT 開講 開講時限が定められておらず、受講推奨時限を参考に、自身で計画的に履修を進める授業形態。
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